
 

令和５年度第１回 佐渡警察署協議会議事概要 
 

 

開催日時  令和５年６月27日（火）午後１時30分から午後３時00分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階 会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

金田会長 小林副会長 尾田委員 篠原委員  

佃委員 中川委員 本間委員 渡邉（晃）委員  

渡辺（直）委員 渡邉（正）委員  

             （会長・副会長以下50音順）
 

計10人 

警   察
 
鈴木署長     安達副署長  坂口警務課長 

大島生活安全課長 小林地域課長 中島刑事課長 

富澤交通課長   岡澤警備課長 東條会計課長 

計９人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和５年４月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が 

あった。 

 

 前回の諮問事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止 

 (1) 広報媒体を活用した情報発信活動の実施 

 (2) 各種イベントや防犯講習会、年金支給日における広報啓発活動の実施 

 (3) 金融機関に対する水際対策の依頼 

 (4) 被害を未然に防止した個人や団体に対する表彰の実施 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 事故当事者・違反者に対する個別指導、関係機関や家族と連携した自主返納等

の勧奨活動の実施 

 (2) 街頭広報や巡回連絡を通じた訪問指導の実施 

 (3) 各種安全講話による交通事故防止・安全運転相談窓口の周知広報等の実施 

(4) オレンジカードを使用した高齢歩行者に対する交通ルールの周知と、夜光反射

材活用の呼びかけ 

(5) 臨時適性検査による運転免許証の取消しの実施 

 



諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 特殊詐欺被害防止 

 (1) あらゆる広報媒体を活用した情報発信、各種イベントや防犯講習等における広

報啓発活動の強化 

 (2) コンビニエンスストア、金融機関等における水際対策の強化の働きかけ、ＡＴ

Ｍコーナーの警戒強化 

 (3) 被害を未然防止した金融機関やコンビニエンスストアに対する表彰の推進 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 高齢加害者（運転者）対策の推進 

(2) 高齢被害者（歩行者）対策の推進 

 

答申 

 佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）      

１ 諮問事項に対する意見等 

 (1) 特殊詐欺事件において、もっと警察と金融機関との連携強化はできないのか。 

○ 金融機関における高齢者に対する声かけなど、水際対策の連携を強化している。

犯人側も巧妙に手口を変えるため、今後も金融機関やコンビニエンスストアとの

連携を一層強化していきたい。 

 

 (2) 佐渡ではスピードを出す車も多く、横断者がいても止まらない場合も多く見ら

れるため、取締りの際は歩行者妨害違反をすることの危険性についても指導して

もらいたい。 

 ○  横断歩道での一時不停止は悪質な歩行者妨害違反として、当署は重点的に取 

り締まりを行っており、今後も強化していく。 

 

２ その他の意見等 

 (1) 昔、集落でさい銭盗の被害があったが、その後、異動してきた駐在所員がその事

件のことを知らなかったことがあった。 

○ 引継ぎは書面で行っているが、ご意見を踏まえ引継ぎを徹底していきたい。 

 

(2) 草木を燃やす行為は一切禁止されているのか。 

○  ゴミを燃やすことは廃棄物処理法違反、または火気乱用としての軽犯罪法違反

に該当するため、警ら中や通報で認知すれば必ず現場において指導や検挙を行っ

ている。 

 



(3) 精神に障害を抱える者からの相談や事件に対しどのように対処しているのか。 

○  医療機関や専門機関へ引継ぎを行う場合もあるが、家族から協力を得て解決す 

ることもある。 

   警察での保護、医療機関における措置入院など様々なケースがあるが、前段とし 

て警察官が電話や面接で相談に乗ることで、そのような方々の不安や悩みを解消 

していることも多い。 

 

速度等取締り指針の策定 

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があり、

了承した。 

 

 その他 

【署協議会開催状況】 

     

  

    

 

 


